
沼津市上下水道事業公営企業会計システム選定プロポーザルにおける質問書への回答

帳票名 項目№ 質問 回答

基本仕様書 2頁

（1）基本要件－②
ライセンス数は最低40とあります
が、ライセンス数により金額に差
が生じて参ります。想定される、
利用職員様の人数はどれくらいで
しょうか。

現在のところ４０人を想定しております。

基本仕様書 2頁

（1）基本要件－⑤
　庁内サーバを設置する方法をご
提案した場合、保守サポート回線
（VPN接続）でリモート保守は可能
でしょうか。

VPN接続であれば可能です。

基本仕様書 2頁

バックアップデータは、データセン
ターが被災しても消失しない措置
を講じること」と記載されています
が、遠隔地バックアップ、バック
アップテープ遠隔地の配送等は
費用は業者側で負担するのでしょ
うか。

システム導入業者の負担でお願いする予定です。

基本仕様書 2頁

（2）サーバ等の構成要件－⑥
　導入から数カ月間は、
WindowsServer2012となります。
その後、WindowsServer2016とさ
せていただくご提案は可能でしょ
うか。

運用開始からWindowsServer2016として下さい。

基本仕様書 2頁

(2)サーバ等の構成要件
　 バックアップ保存媒体やバック
アップの方法に指定はありますで
しょうか。

特に指定はありません。

基本仕様書 3頁

「データ移行にあたっては、導入
事業者が既存システム事業者と
別途協議」と記載されています
が、データの仕様は公開して頂け
るという認識でよろしいのでしょう
か。

提供データ及びデータレイアウト内容をご提示いたします。

基本仕様書 3頁

「移行データは以下のとおり」と記
載されていますが、予算編成デー
タは手入力という認識でよろしい
のでしょうか。

お見込みのとおりです。



基本仕様書 3頁

「移行データは以下のとおり」と記
載されていますが、おおよそで結
構ですがデータ量もしくは件数を
ご教授ください。

データにつきましては、平成17年度以降のデータがあり
ます。データ量につきましては、平成17年度から平成28
年度までのデータ及び年度別平均データ件数を掲載い
たしますので、【別紙１】および【別紙２】をご参照くださ
い。

プロポーザル
参加要領

1頁

「平成29年12月１日から平成34年
11月30日まで
※本調達に係るシステムについ
て、その全ては試験稼動の後、平
成29年11月30日以前に本格稼動
させることとする。試験稼働につ
いての詳細は予め沼津市と協議
して行うこととする。」と記載されて
いますが、構築期間が1か月しか
無いように思えますが、上記の通
りでしょうか。

契約締結後（９月下旬予定）、詳細協議・システム構築
期間を設けてありますので、９月下旬から１１月３０日ま
での約２か月間が構築期間となります。

プロポーザル
参加要領

2頁

「データ移行等準備期間　平成29
年11月中」と記載されています
が、準備期間でしょうか。移行期
間でしょうか。

データ移行期間です。平成29年11月中にデータを移行
し、12月1日より新システム運用開始の予定です。

プロポーザル
参加要領

5頁

「選定の概要」にて沼津市告示第
299号「第5条（5）」の記載がありま
せんが、公開して頂けるのでしょ
うか。

現在、評価基準の記載をしておりませんが、追って公表
する予定です。

機能要件書 No25

「現行システムのデータを引き継
げること。また、５年分以上のデー
タ保存及び過年度 データの参照
が可能であること。」と記載されて
いますが、移行データは基本仕様
書のデータと考えればよいか。ご
教授お願いします。

提供データにつきましては、基本仕様書に掲載されて
いる内容となりますが、こちらには、水道事業及び下水
道事業における過年度を含む伝票データ、仕訳デー
タ、予算額データが含まれます。
また水道事業のみ、固定資産システムの償却データ履
歴、貯蔵品入出庫伝票データが含まれます。

機能要件書 Ｎｏ44
適切な時期とはどのような時期を
想定されているでしょうか。

運用開始の平成29年12月1日から遅くとも平成30年3月
31日までを想定しております。



機能要件書 No45

「システムのウィルス感染を防ぐ
措置を講ずること。」と記載されて
いますが、ウイルス対策ソフトライ
センスは、沼津市様より提供頂け
るのでしょうか。

当市より提供いたします。

機能要件書
No45
No46

ウイルス対策ソフトを導入する場
合、貴市指定の物はありますで
しょうか。

指定の物を当市より提供いたします。

機能要件書 No115

「未払計上方法について、予算科
目及び勘定科目ごとに事前設定
できること。また、そ の方法は、
「通常未払い」、「半期未払い」及
び「年度末未払い」のいずれかか
ら選択で きること。」と記載されて
いますが、どの方法も「未払い」
で、伝票上に印刷する名称のみと
考えればよいのでしょうか。

伝票上の名称ではなく、未払計上する時期を科目ごと
に選択し、設定できることを想定しています。

機能要件書 No117

「支出決定伝票については、発生
予定仕訳を「印字する」または「印
字しない」をシステ ム管理者が選
択可能であること。」と記載されて
いますが、導入時に決定するとい
う認識で良いでしょうか。

導入時ではなく、マスタ管理などで随時選択できること
を想定しています。

機能要件書
No127
No132

「実支払額が異なる場合」と記載
されていますが、「実質支払額」と
は支払額から預かり諸税等を引
いた金額ということでしょうか。

お見込のとおりです。

機能要件書 No140

「予算科目、契約方法別に、指定
した契約金額以上の契約内容の
一覧表が作成でき ること。」と記
載されていますが、契約金額以上
の契約内容について実際の業務
（例）をご教授お願いします。

例えば、決算書作成時に「重要契約の要旨」として、
1,000万円以上の工事請負及び契約内容を示す際に、
システムから1,000万円以上のデータを引き出す際に使
用しています。
　その他にも調査等があった際に使用しています。

機能要件書

Ｎｏ153
Ｎｏ154
Ｎｏ155
Ｎｏ200

将来的に他システムとの連携を
想定されてますでしょうか。

現在のところ想定しておりません。



機能要件書

No171
No172
No180
No181
No208
No209

収入、振替等にて日締め処理は
必要でしょうか。

必要です。

機能要件書 No175

「集合収納時、調定年度別に、件
数及び金額が入力できること。」と
記載されていますが、運用方法に
ついてご教授お願いします。

　過年度の調定に対する集合収納処理を行う際、各調
定年度ごとの収納件数及び金額を区別して入力し、集
計しています。

　（例）　○○年度　○○件
　　　　　△△年度　△△件

機能要件書 No238

「予算残額がマイナスの予算科目
について、チェックリストが出力で
きること。」と記載されています
が、執行状況表等での確認でもよ
ろしいのでしょうか。

良いです。

機能要件書 No250

「リバースチャージ方式に対応で
きていること。」と記載されていま
すが、インターネット等（電子通信
利用役務の提供）での取引もある
のでしょうか。

現時点ではありませんが、将来起こることを想定してい
ます。

機能要件書 No262

「縦列、横列それぞれに任意の予
算、勘定科目（款～明細）を設定
できる集計表が作 成できるこ
と。」と記載されていますが、実際
の運用（例）をご教授お願いしま
す。

【別紙３】をご参照ください。

機能要件書
納入通知書の様式指定はござい
ますでしょうか。

あります。希望に応じて様式を提供いたします。


